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巻ま
き
館
跡　

西
蒲
区
巻

　

巻
館
跡
は
、
巻
の
市
街
地
の
北
西
端
の
自
然
堤
防
上
に
あ
る
。
現
在
は

宅
地
や
道
路
に
な
っ
て
い
る
。

　

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
館
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
な

点
が
多
い
。
明
治
時
代
の
地
籍
図
な
ど
か
ら
東
西
約
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
、

南
北
約
一
三
五
メ
ー
ト
ル
の
大
規
模
な
方
形
の
館
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
、
周
囲
に
は
幅
一
二
メ
ー
ト
ル
前
後
の
堀
や
土
塁
が
巡
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
館
跡
か
ら
は
十
五
世
紀
代
の
珠す

洲ず

焼
の
壺つ

ぼ

や
、
中
世
の

土は

師じ

器き

皿
（
か
わ
ら
け
）
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

　

巻
館
の
起
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
正
十
二
（
一
五
八
四
）
年
に
三
条

城
主
の
甘あ

ま

糟か
す

長な
が

重し
げ

が
上
杉
景
勝
の
側
近
に
あ
て
た
書
状
に
、「
真
木
之
地

之
事
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
前
に
遡

さ
か
の
ぼる
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
書

状
に
は
、「
真
木
之
地
」
が
天
神
山
城
（
七
八
ペ
ー
ジ
）
を
本
拠
地
と
す

る
小
国
氏
の
家
中
の
者
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
の
「
御
巡
見
様
御
案
内
手
控
帳
」

に
よ
れ
ば
、
天
神
山
城
主
小
国
家
の
家
臣
で
あ
っ
た
西
山
庄
左
衛
門
が
、

図118　館跡の位置　
５万分１地形図「弥彦」図119　巻館跡の碑　館跡の大半は市街地に

なっている
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か
つ
て
城
主
と
し
て
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
、

上
杉
氏
が
会
津
に
移い

封ほ
う

（
領
地
換
え
）
さ
れ
、
家

臣
た
ち
も
一
緒
に
会
津
へ
行
き
、
巻
館
は
廃
止
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

慶
長
五
年
の
「
巻
村
内
検
地
帳
」
に
は
、「
に

し
く
る
わ
」「
に
し
城
之
ま
へ
」「
城
ノ
ま
へ
」「
に

し
ほ
り
」「
土
る
い
の
上
」
な
ど
城
館
に
関
す
る

地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
町
ノ
城
之
前
」

「
し
ろ
ま
わ
り
」「
よ
こ
町
」「
に
し
町
ノ
後
」「
町

ノ
下
」
な
ど
の
地
名
も
記
さ
れ
て
い
る
。
規
模
は

不
明
だ
が
、
館
に
接
し
て
町
場
が
形
成
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

　

巻
館
跡
は
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
に
巻
町

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
新
潟
市
の
史
跡
に
継
承
さ

れ
て
い
る
。
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図120　明治20年代後半の地籍図と推定範囲


